（仮称）自治基本条例市民検討チーム初会合　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年１月１７日（火）午後６時　～　８時１５分



	場　　所　　　　　　　鎌倉福祉センター　２階　第１・２会議室



	出 席 者（敬称略）
別添出席者一覧のとおり（６７人）及び事務局（企画部長及び企画課６人）

	会 議 の 概 要

１　開会あいさつ（安田企画部長から）

昨年10月8日に開催した「市民自治を考える市民フォーラム」で最初に呼びかけを行い、広報臨時号、市民意識調査のアンケートでも呼びかけを行った。皆様には、（仮称）自治基本条例の市民検討チームのメンバーに参加登録いただき感謝申し上げたい。市民検討チームと市との協働で条例の検討を行いたいと考えているのでよろしく願いたい。

２　（仮称）自治基本条例市民検討チームについて（企画課から説明）

市民自治の確立をめざして、その基本理念・基本原則や市民参画と協働の仕組みなどを定める（仮称）自治基本条例の制定を平成１９年度末までに予定している。市民検討メンバーの方には、たくさんの市民の方を巻き込んで、多様な角度からの視点で、条例の内容について検討を願いたい。

今後、（仮称）条例素案策定委員会を組織する予定であるので、そのメンバーとしての役割も担っていただく予定である。

市民検討チームは、参加登録を行ったメンバーが主体となって活動するグループである。チームの運営にあたっては、総括や広報などの担当や会議のルールなどが必要になると思われる。そこで、早期に世話人の選出を行って、チームの運営体制案を検討願いたい。市民検討チームは、平成１８年４月から本格的に始動する予定である。それまでの間、チームの運営体制の検討とともに、市民自治や自治基本条例などに関する勉強会を開催する予定である。

なお、市民検討チームの活動には、メンバー間の連絡が必要になる。Ｅメールアドレス、ＦＡＸ番号、ＴＥＬ番号をメンバー間で公開し共有したい。
３　質疑応答

　・検討の進め方について　→　市民検討チームの検討を踏まえて、そこからの選出者、学識者、市職員の合計２０～３０人で（仮称）条例素案策定委員会を設置し、そこで検討していく予定である。

・条例の必要性について　→　市は必要であると考えているが、盛り込む内容についてはいろいろな考え方があると思うので、たくさんの意見を集めながら、今後皆様とともに検討していきたい。

・条例の実効性等について　→　法律、条例の法体系や条例の位置付けなど、今後勉強会などを開催して、市民検討チームメンバーの共通認識を作って行きたい。

・その他、地方分権一括法との関係、市民検討チームの目的、市民検討チームと（仮称）条例素案策定委員会との関係、検討のプロセスとスケジュール、会議の開催頻度やボリューム、鎌倉らしい条例など、質問や意見があった。

４　世話人の選出

　　市民検討チームが本格的に始動するまでの間、チームの運営体制など検討するためのたたき台を作成する世話人を挙手によって募った結果、次の１３人の方が世話人として決定した。（敬称省略）

　　幸道和宏、宅見正雄、増田行治、春日桂太郎、植木俊康、松山淑郎、小泉親昂、橋爪幸臣、柳下実、荒井泰男、国友靖久、平井嵩、児島晃

	特 記 事 項

１　個人情報についての確認
市民検討チームメンバー間の連絡のため、Ｅメールアドレス、ＦＡＸ番号、ＴＥＬ番号をメンバー間で公開します。支障のある方は、市企画課までお申し出下さい。
２　次回の会合予定

平成１８年２月２１日（火）午後６時～８時　鎌倉市福祉センター２階会議室


